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 地域で始めよう、栄養成分表示を活用した消費者教育！  

 

栄養成分表示は、健康づくりに役立つ重要な情報源 

 平成 27 年４月１日に食品表示法（平成 25 年法律第 70 号）が施行され、容

器包装に入れられた加工食品には栄養成分表示として、熱量（エネルギー）、

たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウム（食塩相当量で表示。）が表示され

ることになりました。この５つの項目は、生命の維持に不可欠であるととも

に、日本人の主要な生活習慣病と大きく関わっています。どの栄養成分がどの

くらい含まれているのか、食品を見ただけでは分かりませんが、それを分かる

ようにしたのが栄養成分表示です。栄養成分表示は、健康づくりに役立つ重要

な情報源になります。 

 これまでの食品表示制度では、栄養成分表示をするかしないかは、食品関連

事業者（以下事業者）の判断に任されていましたが、食品表示法に基づく新た

な表示制度により、栄養成分表示が義務付けられました。新たな制度の経過措

置期間が終了する平成 32 年３月までに、表示してある食品は増えていくこと

になり、これにより、栄養成分表示を活用する機会も増えていくことになりま

す。 

 

栄養成分表示を活用した健康づくりを、地域で消費者教育として実践 

 栄養成分表示の活用の場面や方法は、ライフステージや健康課題、食品の選

択・購入の実態によって様々であることが想定されます。 

 そこで、平成 30 年度の「地域特性を活かした栄養成分表示等の活用に向け

た消費者教育に関する調査事業」（以下「調査事業」という。）では、消費者に

身近な地域において、地域の健康課題や地域でよく購入（販売）されている食

品に着目した具体の場面での取組を例にし、教育実践マニュアルの作成に取り

組むこととし

ました。  

栄養成分表示

を活用するこ

とで、健康づ

くりと適切な

食品の選択を

つなげた消費

者教育を、地

域で実践する

ことができま

す（図１）。 
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参考 啓発資材「栄養成分表示を活用しよう」も参考に 

 消費者庁では、消費者に栄養成分表示を活用して健康づくりに役立ててもら

うことを目的とした啓発資材「栄養成分表示を活用しよう①～⑤」を作成・公

表しています。 

啓発資材は、栄養成分表示を使って現在の摂取状況を生活習慣病予防や健康

増進のための目標に近づけていくことを狙いとしています。具体的には、①栄

養成分表示ってなに？、②適正体重の維持、③食事の質を見直す、④減塩社会

への道、⑤高齢者の低栄養予防の５つのテーマに焦点を当て、テーマごとに栄

養成分と生活習慣病予防との関わりについての理解を深め、健康づくりに資す

る食品選択のポイント等を示した内容となっています。 

● 啓発資材及び啓発用スライド集は、消費者庁ウェブサイトに掲載しています。 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/health_promotion/ 

※啓発用スライド集は、地域や学習者の特性に合わせて、取り上げる食品や栄養成分

表示の例を身近なものに置き換えたり、スライドの内容を組み合わせて使用したりす

ることができるようパワーポイント形式となっています。 

 

 
 【義務表示】熱量（エネルギー）、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当量 
 【推奨表示】飽和脂肪酸、食物繊維 

  

 

栄養素摂取と生活習慣病の関連について、特に重要なものを図に示しました。

エネルギー、たんぱく質、脂質及び炭水化物を過不足なく摂取すること、
ナトリウム（食塩）をとり過ぎないことで、生活習慣病を防ぐことができます

高血圧

高血糖

脳血管疾患

心疾患
（心筋梗塞等）

慢性腎臓病

糖尿病

肥満

高LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症

エネルギー

たんぱく質

炭水化物
糖

食物繊維

ナトリウム

脂質異常症

飽和脂肪酸

脂質

過剰摂取が影響 十分な摂取がリスク低減

栄養素摂取と主な生活習慣病の関連

資料：厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2015年版）」策定検討会報告書を参考に作成

参照：栄養成分表示を活用しよう① 栄養成分表示ってなに？ 
   栄養成分表示を活用しよう② 適正体重の維持 
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参照：栄養成分表示を活用しよう③ 食事の質を見直す 

 

 たんぱく質、脂質、炭水化物のバランスを維持し、食物繊維の摂取量を増やすた
めに、３つの食品グループの組合せを基本に、選びます

いろいろ選ぶ＋

１ ２ ３穀類 野菜類
＋ ＋

魚介類、肉類、
大豆・大豆製品、
卵類、乳類

ご飯、パン、めん類

バランスよくとるコツは、３つの組合せを基本に

〈糖尿病予防に〉
＋食物繊維が
豊富な穀類

おいしく食べて、

ごちそう３

１回の食事に３つの食品グループ を組み合わせて選ぶ１ ２ ３

＊揚げ物など油を多く使った食品は重ならないように選びます。 さん

※脂質も多く含まれる

※たんぱく質も含まれる

※ビタミンやミネラル
も豊富

種類によってたんぱく質や脂質の
量が異なるため、いろいろな食品
を選びます

エネルギー源となる食品

参照：栄養成分表示を活用しよう⑤ 高齢者の低栄養予防 

 

高齢者の低栄養予防は、様々な健康障害の予防に効果があります

低栄養が引き金となる負の循環

低栄養食欲が低下
食べる量（摂
取量）が減少

基礎代謝が
低下 疲れやすくなる

活力が低下

筋力が低下

筋肉量が
減少

エネルギー
消費量が減少

身体機能が
低下

活動量が
減少

食欲が低下し、食べる量が減り、低栄養になると、筋肉量が減少し、基礎代謝が低下します。ま

た、筋肉量が減少すると、疲れやすくなり、活力が低下するとともに、筋力も低下します。それにより
身体機能が低下し、活動量も減ってきます。基礎代謝が低下し、活動量が減り、エネルギー消費量
が減少することで、ますます食欲が低下し、低栄養がさらに悪化するという、負の循環に陥ります。

資料：厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2015年版）」策定検討会報告書の
｢フレイルティ・サイクル」の図を参考に作成



5 
 

  本マニュアルの利用について 

 

 本マニュアルは、栄養成分表示を活用した健康づくり・社会づくりを推進す

るために 、地域での話合いを通して 、消費者自らが気付きや実践力を身に付

けていく、消費者教育の実践のポイントをまとめたものです。 

“地域や同世代の人たちの健康課題の解決につながるように、ふだんよく選

択・利用している食品を例に、栄養成分表示を活用した食品選択のヒントを話

し合う。そして、自ら取り組み、自ら発信してみる。” 

こうした取組を地域で広げていくことも消費者教育です。 

本マニュアルは、消費者自らが実践に取り組む際に利用することもできます

し、地域の様々な学びの場で各種グループのリーダーや専門家、教員の方々が

実践をサポートする際に利用することもできます。 

第１章では、栄養成分表示を活用した消費者教育の目的や意義について、消

費者教育の基本的な考え方も含めて説明しています。 

特に、栄養成分表示を活用した消費者教育で目指す方向と育む力について

は、多様な消費者や多様な担い手が実践に取り組む際に共通認識ができるよう

に整理・提示を行いました。どういう領域が重要か、食品選択を行う消費者が

どういう力を育むべきか、そのためにどういう実践に取り組んだらよいかにつ

いて、話し合うことができます。 

第２章では、地域で進める話合いからの実践の狙いとして、日常生活の中で

の実践的な能力を育むために、実態からの気付きを得ながら、話し合う・伝え

合うことが基本となることを説明しています。 

そして第３章では、地域で進める具体の場面での実践例として、若者（大学

生）同士、高齢者同士、地域関係者・事業者内の話合いからの実践例を紹介し

ています。 

これらの実践例は、消費者庁における調査事業で、実際に行った結果を基に

整理したものです。その実践のプロセスについては、気付きや課題も含めて、

参考資料として取りまとめました。 

参考資料は、実践例の進め方や内容をイメージしやすくするための補完的な

資料になっています。それぞれの取組で実際に用いたチェックシートやコミュ

ニケーション資材については、使ってみて改良を加えたり、一部抜粋して他の

資材と組み合わせたり、簡潔で分かりやすい資材を作る参考にしたり、様々な

利用や展開が可能です。 

 本マニュアルを利用して、地域で実践した事例の情報を、消費者庁にお知ら

せください。皆さんから寄せていただいた情報を今度は消費者庁から広く実践

事例として発信していくことで、食に関する情報の循環を作り、新たな実践に

つなげていくことができます。 
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第１章 栄養成分表示を活用した消費者教育とは 

 
栄養成分表示を活用した消費者教育の推進 

 栄養成分表示は、健康づくりに役立つ情報源です。 

消費者の健康の保護及び増進を図り、自主的かつ合理的な食品選択ができる

社会づくりを進めるためには、栄養成分表示の義務化に合わせて、消費者が栄

養成分表示を使って適切な食品選択ができる実践力を育む消費者教育の推進が

必要になります。 

消費者教育は、知識を習得するだけでなく、日常生活の中での実践的な能力

を育み、社会の消費者力の向上を目指して行われるものです。 

栄養成分表示によって、事業者は食品の栄養的特性を開示でき、消費者は栄

養成分の量が分かる。それによって消費者はそれぞれの状況に応じた食品選択

ができ、事業者はそうした食品選択に関する消費者特性が分かります。このよ

うに、栄養成分表示は、食品を選択・購入する消費者と食品を生産・販売する

事業者をつなぐ重要な役割を果たします。 

栄養成分表示を活用した消費者教育は、適切な食品選択を通して、健康づく

りと自主的かつ合理的な食品選択ができる社会づくりを目指して進められます

（図２）。既に教育機関・地域・消費者団体・事業者・事業者団体・地方公共

団体・行政などにより行われている食育の取組として、推進することもできま

す。 
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〈参考１－１〉消費者を支え守るための消費者政策 

 

消費者が安心して安全で豊かな消費生活を営むことができる社会の実現に向

け、国民の消費生活の安定及び向上を図るために、消費者政策があります。 

消費者政策では、国民の消費生活における基本的需要が満たされ、その健全

な生活環境が確保される中で、消費者の利益の擁護及び増進と共に、消費者の

自立・共助を通して消費者自らが積極的に参画する公正で持続可能な社会づく

りが進むよう、自主的で合理的な選択の機会の確保、被害の発生・拡大の防

止、消費生活を営むのに必要な情報・教育の提供を図ることを基本としていま

す。 

 消費者政策の基本となる事項を定めた消費者基本法（昭和 43 年法律第 78

号）は、消費者の権利の尊重と消費者の自立の支援を基本理念としています。

そして、消費者基本法第９条第１項の規定に基づき策定された消費者基本計画

の下、関係府省庁との協働により、様々な施策が推進されています。 

消費者基本計画において、消費者教育の推進は、「④消費者が主役となって

選択・行動できる社会の形成」に位置付けられた主要施策です。栄養成分表示

を活用した消費者教育の推進は、「②表示の充実と信頼の確保」に位置付けら

れています。 

             消費者政策の推進（概要） 

 

 

 

 

国民の消費生活の安定及び向上

消費者の利益の擁護及び増進 消費者の自立・共助

自主的で合理的な選択
の機会の確保

必要な情報・教育の機会
の提供

消費者が安心して安全で豊かな消費生活を営むことのできる社会の実現

①消費者の安全
の確保

②表示の充実と
信頼の確保

③適正な取引の
実現

④消費者が主役と
なって選択・行動で
きる社会の形成

⑤消費者の被害
救済、利益保護
の枠組みの整備

⑥国や地方の消
費者行政の体制
整備

消費者基本計画に基づき様々な施策を推進

ＳＤＧｓ
の推進

関係省庁
との協働

消
費
生
活
の
基
本

的
需
要
の
充
足

健
全
な
生
活
環
境

の
確
保

消費者基本法（消費者政策の基本となる事項を定めた法律）

被害の発生・拡大の
防止

資料：消費者庁「図で見て分かる 消費者政策の学び」 
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栄養成分表示を活用した消費者教育で目指す方向と育む力 

 

 消費者教育は、消費生活に関する知識や技能を消費者が学び取り、実際の生 

活にそれをいかして、豊かで安全で安心な暮らしを実現していくための活動で 

す。消費生活と経済社会との関わりが多様化･複雑化し、地域･家族のつながり

が弱まる中で、社会の安定と持続可能性を確保するには、消費者が、自らの意

思決定や消費行動がもたらす影響と消費者の社会的役割を自覚し、行動するこ

とが求められています。 

 消費者教育の推進の基本的な方向として、消費者教育の対象領域を①消費者

市民社会の構築、②商品等の安全、③生活の管理と契約、④情報とメディアの

４つに分類し、それぞれの領域で育むべき力（目標）が示されています（参考

１－３）。 

対象とする領域は、消費生活の特徴的場面であり、生涯の発達段階（ライフ

ステージ）において、消費者としての諸能力を身に付けていくことが大切で

す。消費者に求められる諸能力を具体的に示すことは、多様な担い手が共通認

識をもって、実践に取り組む手掛かりとなります。 

小学生期から高校生期における学校での消費者教育は、学習指導要領にのっ

とって行われることになります。次の段階の成人期（特に若者）においては、

高校生期までに身に付けた基礎を踏まえつつ、更に必要な内容について学びを

深めることにより、その知識や技能を自分のものとして活用できるようになる

ことが期待されます。また、成人期の消費者教育としては、自学自習での取組

の場が提供されることも重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

栄養成分表示を活用した消費者教育においても、消費者教育の推進の基本的

方向を基に、対象とする領域とそれぞれの領域で育む力の整理を行いました

（図３）。その際、食品の選択・購入が、健康や家計に影響を及ぼすものであ

成人期 成人一般 精神的、経済的に自立し、消費者市 

民社会の構築に、様々な人々と協働 

し取り組む時期 

 成人期 特に若者 おおむね高校生期以 

降、30 歳程度まで 

 

ライフステージの分類（成人期） 

生活において自立を進め、消費生活 

のスタイルや価値観を確立し、自ら 

の行動を始める時期 

 
成人期 特に高齢者 おおむね 65 歳以上 

周囲の支援を受けつつも人生での豊 

富な経験や知識を消費者市民社会構 

築に活かす時期 

 

時 期 各期の特徴 

資料：消費者庁「消費者教育の体系イメージマップ～消費者力ステップアップのために～
（消費者教育推進のための体系的プログラム研究会）」（平成 25 年 1 月） 



9 
 

るとともに、食品の生産、加工、流通、販売といった社会の営みとしての活動

と大きく関わっている特徴があることに留意しました。 

対象とする領域については、高齢化の進展や食生活の多様化が進む中、健康

長寿を支える持続可能な社会づくりに消費者自らが積極的に参画する「①消費

者市民社会の構築」、食品を選択・購入し、健康づくりのために利用するとと

もに、利用した食品について健康づくりに役立つよう改善や開発を求める「②

食品の選択・利用と改善・開発」、健康づくりや安定した家計運営、食品の消

費など、消費者一人一人の生活と社会生活の両者の質の維持・向上を図る「③

健やかで心豊かな食生活の確保」、食に関して受信する様々な情報から自分

（自分たち）に合った適切な情報を選択・活用し、積極的に発信する「④食に

関する情報の循環の形成」としました。そして、それぞれの領域ごとに育む力

を整理したのが、図３です。 

こうした育んだ力を、自らの生活、そして社会生活で発揮することで、消費

者一人一人の豊かな食生活と共に、健康長寿を支える持続可能な社会の実現を

目指します。 

 図３の育む力については、様々な場面、様々な人たちによって、既に実践さ

れている食生活の改善に関する取組に、栄養成分表示の活用を加えることで、

食品選択を行う消費者がどういう力を育むべきかを改めて考え、そのためにど

ういう実践に取り組んだらよいかを話し合う手掛かりになります。なお、育む

力については、今後、栄養成分表示を活用した消費者教育の実践が進む中で、

食生活を取り巻く社会の状況に、より適した内容になっていくことが求められ

ます。 
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〈参考１－２〉消費者教育の推進 

平成 24 年に施行された消費者教育の推進に関する法律（平成 24 年法律第 61

号）では、消費者教育の定義と共に、学校、大学等及び地域における消費者教

育の推進、事業者及び事業者団体による消費者教育の支援が規定されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者教育等の定義（法第２条関係） 

 「消費者教育」とは、消費者の自立を支援するために行われる消費生活に関する教育
（消費者が主体的に消費者市民社会の形成に参画することの重要性について理解及び
関心を深めるための教育を含む。）及びこれに準ずる啓発活動をいう。 

 「消費者市民社会」とは、消費者が、個々の消費者の特性及び消費生活の多様性を相互
に尊重しつつ、自らの消費生活に関する行動が現在及び将来の世代にわたって内外の
社会経済情勢及び地球環境に影響を及ぼし得るものであることを自覚して、公正かつ
持続可能な社会の形成に積極的に参画する社会をいう。 

学校における消費者教育の推進 
（法第 11 条関係） 

 国及び地方公共団体は、幼児、児童及び
生徒の発達段階に応じて、学校の授業そ
の他の教育活動において適切かつ体系的
な消費者教育の機会を確保するため、必
要な施策を推進しなければならない。 

 国及び地方公共団体は、教育職員に対す
る消費者教育に関する研修を充実するた
め、教育職員の職務の内容及び経験に応
じ、必要な措置を講じなければならない。 

 国及び地方公共団体は、学校において実
践的な消費者教育が行われるよう、その内
外を問わず、消費者教育に関する知識、
経験等を有する人材の活用を推進するも

のとする。 

大学等における消費者教育の推進 
（法第 12 条関係） 

 国及び地方公共団体は、大学等におい
て消費者教育が適切に行われるように
するため、大学等に対し、学生等の消費
生活における被害を防止するための啓
発その他の自主的な取組を行うよう促す
ものとする。 

 国及び地方公共団体は、大学等が行う
前項の取組を促進するため、関係団体
の協力を得つつ、学生等に対する援助
に関する業務に従事する教職員に対
し、研修の機会の確保、情報の提供そ
の他の必要な措置を講じなければならな
い。 

地域における消費者教育の推進 
（法第 13 条関係） 

 国、地方公共団体及び独立行政法人国
民生活センターは、地域において高齢
者、障害者等に対する消費者教育が適
切に行われるようにするため、民生委員、
社会福祉主事、介護福祉士その他の高
齢者、障害者等が地域において日常生
活を営むために必要な支援を行う者に対
し、研修の実施、情報の提供その他の必
要な措置を講じなければならない。 

 国、地方公共団体及び独立行政法人国
民生活センターは、公民館その他の社会
教育施設等において消費生活センター
等の収集した情報の活用による実例を通
じた消費者教育が行われるよう、必要な
措置を講じなければならない。 

事業者及び事業者団体による消費者教育 
の支援              （法第 14 条関係） 

 事業者及び事業者団体は、消費者団体そ
の他の関係団体との情報の交換その他の連
携を通じ、消費者の消費生活に関する知識
の向上が図られるよう努めるものとする。 

 事業者は、消費者からの問合せ、相談等を
通じて得た消費者に有用な消費生活に関
する知識を広く提供するよう努めるものとす
る。 

 事業者は、その従業者に対し、研修を実施
し、又は事業者団体等が行う講習会を受講
させること等を通じ、消費生活に関する知識
及び理解を深めるよう努めるものとする。 

 事業者団体は、消費者団体その他の民間
の団体が行う消費者教育の推進のための活
動に対し、資金の提供その他の援助に努め
るものとする。 
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〈参考１－３〉消費者教育の推進の基本的な方向 

消費者教育は、知識を一方的に与えることではなく、日常生活の中での実践的

な能力を育み、社会の消費者力の向上を目指して行われるべきものです。知識を

得るに当たっては、一人一人が、様々な機会・出会いを通じて、「見て」、「聞

いて」、「読んで」自ら調べ、「学ぶ」ことで「気付く」ことが基本です。 

それだけでなく、知識として学んだことを、自らの消費生活にいかすととも

に、「見せて」、「話して」、「書いて」他人に伝えることにより、社会をた

くましく生きていく実践的な能力（生きる力）を育み、そして自立が困難な人

を「見守る」ことで、社会の消費者力を向上していくことができます。 

全ての国民は消費者です。誰もが、どこに住んでいても、生涯を通じて、様々

な場で、消費者教育を受けることができる機会を提供することが必要です。 

消費者教育の範囲は広く、消費生活のあらゆる領域に関連しますが、その対

象領域を①消費者市民社会の構築、②商品等の安全、③生活の管理と契約、④

情報とメディアの４つに分類し、それぞれの領域で育むべき力（目標）を示し

ています。 

消費者教育で目指す方向と育む力 

 

 

 

 

資料：消費者庁「図で見て分かる 消費者政策の学び」 
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〈参考１-４〉栄養成分表示を活用した消費者教育は、 

食育の推進の主要な取組 

 

消費者庁では、生産から消費までの食べ物の循環を意識し、健康な生活や環

境に配慮した適切な「食」の選択が行えるよう、食品に関する消費者教育の推

進に取り組んでいます。具体的な取組としては、①栄養成分表示を活用した消

費者教育の推進、②食品の安全性に関する情報提供の推進、③食品ロス削減に

向けた国民運動の推進があります。 

物質的な豊かさに恵まれている我が国では、様々な種類の食材が多様な形で

加工・提供されています。食料を海外に大きく依存している状況にありなが

ら、まだ食べられる食べ物が大量に廃棄されています。食べ物をどう選び、ど

う食べるかという日々の消費生活の実践は、個人の健全な心身を培い、豊かな

人間性を育むだけではなく、健康長寿社会や持続可能な社会の実現につながり

ます。 

消費者庁では、消費者の選ぶ力と事業者の作る力で、健康長寿を支える持続

可能な社会の実現を目指しています。 

 

  

 

 

 

 

資料：消費者庁「図で見て分かる 消費者政策の学び」 
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第２章 地域で進める話合いからの実践の狙い 

 

地域の健康課題と日々の食品の選択 

一人一人の消費者が抱える健康課題、食品選択の方法や内容は様々です。一

方で、地域や同世代の人たちが抱える健康課題や食品選択の特徴には、共通し

た点もあります。そうした共通点を共有して、一人一人が考えながら、話合い

を進めていく学びの実践は、地域だから進めることができます。 

消費者教育の狙いは、日常生活の中での実践的な能力を育み、社会の消費者

力の向上を図ることです。 

毎日の食事は健康に欠かせないものです。食事の度に繰り返される食品の選

択は、日々の生活の実践です。食品の選択・購入は、経済活動でもあり、生

産、加工、流通、販売といった社会の営みとしての様々な活動と大きく関わっ

ています。 

 栄養成分表示を活用した消費者教育の推進は、健康づくりと食品の選択に着

目した学びの実践です。地域で取り組むことにより、地域や同世代の人たちの

健康課題の解決につなげることができます。また、食品の選択に着目すること

で、食品の購入や販売の実態を把握したり、消費者と事業者の双方で取り組ん

だりすることができ、社会生活と結びついた実践になります。 

 

 

 消費者教育は、知識を一方的に与えることではなく、日常生活の中での実践

的な能力を育み、社会の消費者力の向上を目指して行われます。 

知識として学んだことを、自らの消費生活にいかすとともに、「見せて」、

「話して」、「書いて」他人に伝えることで、社会生活での実践的な能力を育

みます。 

実践的な能力を育むには、実態からの気付きを得ながら、話し合う・伝え合

うことが大切になります。地域であれば、地域の健康課題と共に、食品の購入

や販売の実態を把握し、課題解決や実態の改善に向けて、話し合う・伝え合う

ことができます。 

 また、地域の健康課題、食品の購入や販売の実態に関する情報を有している

人が話合いに参加し、情報提供してくれると、話合いも円滑に進みます。 

 実態からの気付き、話し合う・伝え合うことを基本にする実践は、地域内の

様々な強みを持った人たちの連携を促していくことにもなります。 

 

 

 

 

 

実態からの気付き ＋話し合う・伝え合う ことが実践の基本 
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第３章 地域で始めよう、実践のヒント～地域で取り組む実践例～ 

  
１） 具体の場面で、実践してみましょう 

 
栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力を踏まえて、具体の場面での実

践例を整理してみました。 

実践例の基本的な狙いは、地域や同世代の人たちの健康課題の解決につなが

るよう、ふだんよく選択・利用している食品を例に、栄養成分表示を活用した食

品選択のヒントを話し合う。そして、自ら取り組み、自ら発信してみることにあ

ります。 

栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力（図４参照）では、４つの領域の

うち、「④ 食に関する情報の循環の形成」を重視しましたが、①～③のそれぞ

れの力との関連が深い力でもあります。 

どういう人たちで、どう実践に取り組むかについて、育む力から、具体の実践

内容を考えてみることもできます。 

 

若者（大学生）、高齢者、成人一般の３つの実践例 

栄養成分表示を活用した消費者教育は、ライフステージの各段階に応じて体

系的に実施されることが望まれますが、今回は、若者（大学生）、高齢者、成人

一般の３つの実践例に関して、整理を行いました。 

具体的には、若者（大学生）に関しては、若者同士の話合いを通して、同世代

に向けて発信する情報（栄養成分表示を健康づくりにいかす食品選択のヒント）

に作り上げていく内容としました。高齢者に関しては、高齢者同士の話合いを

通して、自分たちの町ならではの元気生活アイデアについて話し合い、栄養成

分表示も活用して楽しいアイデアを出し合う内容としました。成人一般に関し

ては、事業者を含む地域関係者の話合いを通して、スーパーマーケットで消費

者に向けて発信する情報（栄養成分表示を使って、商品の栄養特性をいかした

食品選択のヒント）に作り上げていく内容としました。 

これらの内容は、消費者庁における調査事業で、実際に取組を行い、進め方を

確認しつつ、そこから得ることのできた実態、取組の主体者の方々の反応から

の発見や課題と共に、調査事業のプロジェクトチームやワーキンググループに

参加いただいた方々の意見を踏まえ、整理したものです。 

また、実践する際に配慮するポイントとして、若者（大学生）に関しては、お

すすめしたいお気に入り食品について、おいしさや好みのほか、簡便性や価格

などを重視していること、高齢者に関しては、既に様々な経験や知恵をいかし

た生活を実践していること、成人一般に関しては、スーパーマーケットでは、食

品の販売に際し、様々な情報を発信していることが挙げられます。これらは、調

査事業で取組を実践する中で、気付くことができた特徴です。地域で、実際に実
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践してみると、いろいろな気付きが得られるので、そうした気付きが得られる

ことを楽しみに、また得られた気付きを大切に取り組むことが、実践のヒント

になります。 

実践例を整理するために、その内容や進め方がイメージしやすいように、実

際に実施したプロセスや、その際に用いたチェックシートやコミュニケーショ

ン資材を、参考資料として取りまとめました。また参考資料には、実際に実施す

る中で直面した矛盾や課題なども盛り込んでありますので、どういう点に工夫

して実施すればよいかの気付きにもなります。 

ここに示した実践例は、実践して自分たちに合った内容に変えていったり、

既に行われている既存の取組につなげて実践してみたり、地域で実践していく

ときのヒントにしていただくためのものです。 

地域で暮らす消費者の特性や、食品の流通・販売や消費の実態などを踏ま

え、様々な場面で、話合いから実践してみましょう。 

 

図４ 栄養成分表示を活用した消費者教育で育む力と実践例 

 

 

 

 

＜実践例＞ 若者＜大学生＞ 高齢者 成人一般

□実践方法は？ 若者同士での話合い 高齢者同士での話合い 事業者を含む地域関係者の話合い

□誰に向けた情報
の発信か？

同世代＜若者＞ 地域の仲間＜高齢者＞
スーパーマーケットの買い物客

＜消費者＞

□情報の内容は？ 栄養成分表示を健康づくりにいか
す食品選択のヒント

私たちの町ならではの元気生活
アイデア

栄養成分表示を使って、商品の栄養特
性をいかした食品選択のヒント

食品の購入・
販売に関する
特徴

おすすめしたいお気に入り食品は、
おいしさや好みのほか、簡便性や
価格なども重視している

既に様々な経験や知恵をいかし
た生活を実践している

スーパーマーケットでは、食品の販売に
際し、様々な情報を発信している

ここに
配慮！



16 
 

 

若者（大学生）同士の話合いから進める実践例  

 

実践のテーマ 

 栄養成分表示を健康づくりにいかす食品選択のヒントを発信しよう 

実践の狙い 

 学生たちが、身近な食品を例に、栄養成分表示を使って、自分たちのおす

すめ食品から健康づくりに役立つ食品選択のヒントへと、学生による話合

いを通して、同世代に向けて発信する情報に作り上げていく。 

主な構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自ら、そして仲間と一緒に、食品購入の機会を利用して、おす
すめできるお気に入りの食品探し。 

 取りまとめた情報を、周囲の同世代の人たちに伝えて、分かり
やすさやお役立ち度などをチェック。 

 自らの食品購入行動を知る 

 地域や同世代の健康課題を知る 

 話合いで、“おすすめ食品”の

絞り込み 

 お気に入り食品の中からおす

すめ食品を探す 
 おすすめ食品を１つ決める 

 話合いで、発信する情報へ 
加工・整理 

 発信のコアとなるテーマを決める 

 テーマに沿って、メッセージ

内容を検討、決められた情報

量に取りまとめる 

〈次の展開につなげる例〉 
 

発見した矛盾にも向き合う！ 
情報を発信して、反応を確認！ 

 実態を知ることからの気付き 
 話合いに必要な情報の共有 

 

1 

 ステップ１ 

 ステップ３ 

 ステップ２ 
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進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１ 

ステップ３ 

 食品購入の状況やお気に入り食品について事前チェック 
 栄養成分表示は健康づくりに役立つ重要な情報源で 

あることや、自分たちの食品選択が社会経済情勢に 
影響を及ぼし得るものであることについて 
情報共有 

 話合いで、発信のコアとなるテーマを決め、それ
に沿ったメッセージ内容を検討し、決められた情
報の量・形態に加工・整理 

 

 

ステップ１ 

 各自で、お気に入り食品について、その理由を振り返り 
 グループでの話合いを通して、お気に入りの 

食品で、栄養成分表示を活用し、おすすめでき 
るものを選択 

 選択したおすすめ食品の栄養的価値について 
話合い 

自己チェック、
情報の共有 

ステップ２ 

おすすめ食品の
選択、栄養面で
のおすすめポイ
ントの検討 

 
具体の情報に
加工・整理 

 各自で食品購入の状況を記録しま

す。 

 お気に入り食品について、栄養成分

表示を中心に主な表示の内容を確

認します。 

 栄養成分表示は健康づくりに役立

つ重要な情報源であることを学び

ます。 
 自分たちの食品選択が社会経済情

勢に影響を及ぼし得るものである
ことを学びます。 

 
大学の講義・演習の場を活用 
することもできます。 

〈共有したい情報〉 

 栄養成分表示の活用 
消費者庁ウェブサイトで紹介され
ている啓発ウェブ資材も活用でき
ます。 

 地域や同世代の健康課題 
既存のデータを活用します。また、
講義等で学んだことがあれば、そ
の内容も活用します。 

 自らの食品購入の実態 
チェックシートを用いて、自らの
食品購入の状況を記録します。 

食品購入状況に関するチェック

シート（参考資料若者（大学生）

取組例別添１－１～３参照） 
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ステップ２－１ 

ステップ２－２ 

 各自でお気に入り食品について、以下の点からその理由を振り返ります。 

 グループで話合い、お気に入り食品を１つ選びます。 

 グループで選んだ食品について、栄養成分表示も使って、着目する栄養的

価値を話し合います。 

 20 歳代の健康状態や消費行動の特徴などの情報を参考に、話し合います。 

〈お気に入り食品の理由の振り返り〉 

〈栄養面でのおすすめポイントについての話合い〉 

・20 歳代の健康状態は？ 

・20 歳代のエネルギー・栄養素摂取の現状は？ 

・20 歳代の歩数、運動習慣の現状は？ 

・20 歳代の消費行動の特徴は？  等 

〈共有したい情報〉 
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ステップ３ 

 話合いで、発信のコアとなるテーマを決め、そのテーマに沿って、①食品選

択のヒントになる分かりやすいメッセージ、②取り上げた栄養的価値に着

目する理由、③おすすめポイント、④具体の栄養成分表示の例について、検

討します。 

 決められた情報量や形態に合わせて、整理します。 

 

〈情報の量や形態も様々〉 
 情報の量は、分かりやすく、興味を持ってもらえるという点も含め

て、決めます。 
 情報の形態も、動画など様々な形態が考えられるので、発信したい

形態を選びます。 

 全体を通し、読みやすい文字の大きさや分量、見やすい色、配色に。 

 同世代の人に呼び掛ける簡潔なメッセージをタイトルに。 

①食品選択のヒントになる分かりやすいメッセージ 

②取り上げた栄養的価値に着目する理由 

 栄養素の摂取状況など、20 歳代のデータを掲載することで、20 歳代の

健康・栄養課題を自分たちの問題として捉え、伝え合えるように。 

 グラフやイラストなどを使って、食や栄養に関心がない人でも理解で

きる内容に、また、聞き慣れた言葉で、伝え合いやすい表現に。 

③おすすめポイント 

 栄養面でおすすめできる点について、分かりやすく、伝え合いやすい 

表現に。 

 栄養面以外でもおすすめできる点も伝え合えるように。 

 どういう食品名かが分かるように、パッケージや形などをイラストで

表現（特定の商品名は用いない。）。 

④具体の栄養成分表示の例 

 選んだ食品に、どのように表示されているのか、具体の栄養成分表

示を示す。 

 どこをどのように見る、チェックするとよいのか、分かりやすく示

す。 

  

これまでの講義等を
通して獲得してきた
情報と組み合わせて 
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高齢者同士の話合いから進める実践例 

実践のテーマ 

 私たちの町ならではの元気生活アイデアって？ 

実践の狙い 

 地域の高齢者たちが、自分たちの町ならではの元気生活アイデアについて

話し合い、栄養成分表示も活用して、楽しいアイデアを出し合う。 

 

主な構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大切な情報をカード形式にして持

ち帰り、ふだんの生活で振り返る 

 元気生活のアイデアとして、低栄

養や肥満が悪化しないための食

べるコツについて、話し合う 
 栄養成分表示入りの食品表示カ

ードを使い、食品を選択し、組み

合わせてみる 

 いつ、どこで話し合いをするか

仲間と相談する 
 栄養成分表示や栄養とは何か、

地域や高齢期の健康課題を知る 
 自らの身長と体重から、体格

（BMI）をチェックする 

 実態を知ることの気付き 
 必要な情報を知ることから

の気付き 

 話合いで、元気生活アイデ

アを出し合う 

 ふだんの生活で、時々振り

返り 

 
どう食べて  ＋ 

どう動くか？  

〈次の展開につなげる例〉 

 時々、自らの体格をチェック。周りに伝えて、仲間の
体格もチェック。 

 自ら、そして仲間と一緒に、栄養成分表示を使って、
たんぱく質 20～30ｇの食事に役立つ食品探し。 

 

２ 

持ち帰り用のカードを使って、 
無理なく持続！仲間に伝える！ 

 ステップ１ 

 ステップ３ 

 ステップ２ 
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進め方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いつ、どこで（どのような集まりの場で）実施するかを約束 

 地域の健康課題やよく食べられている食品を取り上げた、コミ

ュニケーション資材を用いて、地域や高齢期の健康課題を知り、

自らの体格をチェック 

ステップ１ 

 

ステップ３ 

必 要 な 情 報 を 知
り、自己チェック 

 元気生活のアイデアとして、低栄養や肥満が悪化しないための

食べるコツについて、話合い 

 食品表示カードを用いて、たんぱく質が 20～30g となる食品を

組み合わせ 

ステップ２ 

 持ち帰り用のカードを使って、時々振り返り 

 持ち帰り用のカードを使って、仲間との伝え合い 

持ち帰り用のカードを
使って時々振り返り 

 元気生活アイデ
アの話し合い 

 いつ、どこで（どのような集まりの場で）実施するかを関係者と相談します。 

 コミュニケーション資材「私たちの町ならではの元気生活アイデアって？」の

ほか、地域の健康課題やよく食べられている食品に関する情報も得られるよう、

情報を有している人に、話合いに参加してもらえるよう声をかけます。 

●地域の健康課題 

・既存のデータを活用するのが便利です。県や市町村の健康づくり担当者に資料を 

提供してもらったり、話合いに参加してもらうと、共有が進みやすくなります。 

・肥満の状況、生活習慣病の状況など、全国のデータと比較して、その地域の特徴的な 

点や深刻な課題が分かれば、併せて共有します。 

●地域でよく食べられている食品 

・地域のスーパー等でよく売れている商品について紹介してもらったり、家計調査の 

データを見て、自分の住んでいる地域で順位の高い食品をピックアップすることも 

できます。 

・地域の医療機関の管理栄養士に、患者さんに共通してみられる食品の選択や食べ方 

について教えてもらうのも有益な情報になります。 

・話合いの中で、よく食べられている食品を出し合うこともできます。 

ステップ 1-1 

〈コミュニケーション資材を用いた話合いで共有したい情報〉 
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ステップ１-２ 

 コミュニケーション資材を用いて、栄養成分表示や栄養とは何かについ

て、また、地域や高齢期の健康課題について学びます。 

 自らの身長と体重から、体格（BMI）をチェックし、目標とする BMI の範

囲に入っているか確認します。 

・そもそも「栄養成分表示」って？ 

・「栄養成分表示」その前に・・・栄養ってなあに？ 

●「栄養」、「栄養成分表示」とは 

・体に必要なもの、足りている？それとも、摂り過ぎている？ 

・１日に必要なエネルギーの量はおおよそどのくらい？ 

・たんぱく質 体に必要なものの一つで高齢期には特に重要！ 

・たんぱく質の旅 

・体に必要なものが足りていない「低栄養」の状態が続くと、負の循環に陥る！？ 

・体に必要なものを摂り過ぎている状態が続くと、「肥満」、更に生活習慣病も悪化

へ・・・！？ 

●体に必要なエネルギー、栄養素 

●地域や高齢期の健康課題 

【コミュニケーション資材の内容の例】 

〈コミュニケーション資材の例〉 
コミュニケーション資材「私

たちの町ならではの元気生活

アイデアって？」（参考資料高

齢者取組例別添２参照） 
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ステップ２ 

 元気生活のアイデアとして、低栄養や肥満が悪化しないための食べるコ

ツについて、話し合います。 

 栄養成分表示入りの食品表示カードを使い、食品を選択し、たんぱく質

が 20～30g となるように組み合わせます。 

●栄養成分表示も活用した元気生活のアイデア 

・元気生活を送るために、「栄養成分表示」をどう活用できる？ 

・まとめ 「栄養成分表示」も活用した元気生活のアイデアをまとめてみよう 

・付録「食品表示カード」 

〈使用するコミュニケーション資材〉  
これまでの生活を通

して獲得してきた情

報や経験をいかして 

ステップ１-３ 

 市販の弁当を食べてみて、含まれているエネルギーやたんぱく質などの

量がどの程度分かるかチェックしてみます。 

 栄養成分表示を見れば、答合せができます。 

 加えてみても！ 
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<作成に当たって配慮した点> 

 分量が多くならないよう、必要な情報を絞り込みました。 

 BMI を計算しなくても自分の体格をチェックできるよう、体格（BMI）

早見表を作成しました。 

 低栄養の予防だけでなく、生活習慣病の悪化防止も盛り込みまし

た。 

 たんぱく質の１食分の目安を 20～30g としました。また、たんぱく

質の働きの理解を深めるため、イラストを使って分かりやすい解説

を加えました。 

 文字を少なくする、イラストを使う、テーマごとに色を決める（栄

養や栄養成分表示に関することは黄緑色、体格や健康に関すること

は水色、食べるコツはオレンジ色）等、目で見て分かりやすいよう

に工夫しました。 

紹介したコミュニケーション資材の作成に当たっては、参加者のペース

で、暮らしと向き合った話合いが可能となるよう、情報を詰め込み過ぎな

いように配慮したことが最大の特徴です。 

<利用した高齢者の意見> 

 全体的に文字が多いように感じる。 

 文字の字体や大きさにメリハリを付けたり、イラストにインパク

トを付けたりした方が見やすい。 

 説明がないと理解するのが難しそう。 

コミュニケーション資材を利用するに当たって 

話合いに用いるコミュニケーション資材については、内容を絞った

り、文字数を減らしたり、表現を簡単にしたり、専門家に話合いに加

わってもらったり、参加する方々の特性に応じて、コミュニケーショ

ン資材の内容や使い方を工夫することが必要です。 
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【食品表示カードの一例】 

食品のイラストと、実際の表示例が記載されている A６サイズのカードです。 
ごはん、豆腐、ゆで卵など、ふだんよく食べているものをカードにしました。 
また、食べる食品の種類や量は人それぞれで異なるので、自らの食生活に合っ

たマイカードが作れるよう白地のカードもあります。 
地域でよく食べられている食品を加えることもできます。 

（白地のカード） 

ふだん食べている料理や食品のエネルギーとたんぱく質の量が分かるマッ

プがあると、料理や食品の栄養的な特徴を比べたり、組み合わせた場合のお

およその量を確認したりすることができます。 

【ふだん食べている料理と食品のエネルギーと 

たんぱく質の量が分かるマップの例】 

〈食品表示カード以外の活用可能な資材〉 

〈栄養成分表示入りの食品表示カード〉 

付録「食品表示カード」 
（参考資料別添３参照） 

栄養成分表示がある実際の 
食品のパッケージも使えます。  
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ステップ３ 

 持ち帰り用のカードを使って、自らの体格をチェックしたり、周りに伝

えて、仲間にも体格をチェックしてもらいます。 

 自ら、そして仲間と一緒に、栄養成分表示を使って、たんぱく質 20～

30g の食事に役立つ食品を探します。 

【持ち帰り用のカード】 

【持ち帰り用の 

カードの表面】 

【裏面】 

ふだんの生活で、自らの体格をチェックしたり、

周りに伝えて仲間にも体格をチェックしてらった

りできること、また、仲間と一緒に栄養成分表示を

使って、たんぱく質 20～30g の食事に役立つ食品

を探してもらえることを狙いとしたものです。 

持ち歩きできるよ

う、コミュニケーシ

ョン資材から最小限

の情報を絞り込みま

した。 
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地域関係者の話合いから進める実践例  

実践のテーマ 

 地域のスーパーで、栄養成分表示を使って、商品の栄養特性をい
かした食品選択のヒントを発信しよう 

 

実践の狙い 

 事業者を含む地域関係者が、スーパーマーケットでの商品を例に、地域の

健康づくりに役立つ訴求テーマを絞り込み、店頭に並ぶ商品の栄養特性を

いかした食品選択のヒントへと、地域関係者や事業者内での話合いを通し

て、消費者（成人一般）に向けて発信する情報に作り上げていく。 

 

主な構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発信する情報の訴求テーマとターゲッ

トとする食品グループから、メッセー

ジ内容を検討、具体の情報に加工・整

理し、発信 

 地域の健康づくりにいかすために発

信する情報の訴求テーマ、よく売れ

ている食品・よく食べられている食

品からターゲットとする食品グルー

プを、絞り込む 

 店舗でよく売れている商品を分析する 

 地域の健康課題を知る 
 実態を知ることからの気付き 
 話合いに必要な情報の共有 

 話合いで、訴求テーマの絞り

込み 

 店舗で発信する情報へ加工・

整理し、発信 

〈次の展開につなげる例〉 

 定期的に、情報を発信。 
 発信した情報を、消費者の声を聞いて、改良。 

 
取り組みやすい方法
で、無理なく継続！ 
消費者の声を反映！ 

３ 

 ステップ１ 

 ステップ３ 

 ステップ２ 
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進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１ 

 

 

ステップ２ 

ステップ３ 

ステップ１ 

地域特性（食品の
消費の実態、健康
課題）の共有 

 店舗でよく売れている商品のランキングな
ど、よく売れている食品・よく食べられてい
る食品の分析 

 地域の健康課題について、既存のデータを 
活用して整理 

発信する情報の
訴求テーマの絞
り込み 

 事業者を交えた地域の関係者で話合い 
 発信する情報の訴求テーマ、ターゲットと

する食品グループの絞り込み 

 事業者内で話合い 
 店舗内の商品を例に、栄養成分表示を使っ

て、商品の栄養特性をいかした情報に加
工・整理し、発信 

具体の情報に加
工・整理し、発信 

 話合いを進めるのに、必要

な情報を準備します。 

 必要な情報とは、地域にお

ける食品の販売や消費の

実態、地域の健康課題に関

するものです。 

 これらは、店舗で消費者に

向けて発信する情報の訴

求テーマや、ターゲットと

する食品グループの絞り

込みに必要な情報です。 

〈必要な情報〉 

 地域における食品の販売や消費の実態 

 事業者に、店舗でよく売れている商品のランキ
ングなど、よく売れている（購入されている）
食品の実態について、共有してもらいます。 
 地域の健康課題 
既存のデータを活用します。県や市町村の健
康づくり担当者にも話合いに参加してもら
い、共有してもらいます。 

話合い 
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ステップ２ 

ステップ３ 

 事業者内（本部や店舗の担当

者等）で、話合いを行います。 

 絞り込まれた店舗で発信す

る情報の訴求テーマ、ターゲ

ットとする食品グループの

案を基に、話し合います。 

 これまで店舗で実践してき

た取組を基に、店舗内の商品

を例に、メッセージ内容を検

討し、具体の情報に加工・整

理し、発信してみます。 

 

 

 事業者を交えた地域の関係

者で話合いを行います。 

 

 

 

話合い 

〈必要な情報〉 
地域特性（食品

の消費の実態、

健康課題）の共

有 

〈地域の健康づくりにいかすために、店

舗で発信する情報の絞り込み〉 

地域の健康課題 
食品の栄養特性、 
食品の消費の実態 

発信する情報
の訴求テーマ 

ターゲットとす
る食品グループ 

絞り込み 

 地域における食品の販売や

消費の実態、地域の健康課題

を基に、話合います。 

 話合いを通して、店舗で発信

する情報の訴求テーマ、ター

ゲットとする食品グループ

を絞り込みます。 

 

 

〈話合い参加者の特性〉 
話合いに必要な情報を有して
いる、話合いで活発に発言で
きる、事業者の取組に協力・支
援できるなど  

話合い 
＋ 

絞り込まれた
店舗で発信す
る情報の訴求
テーマ、ターゲ
ットとする食
品グループ 

これまで
店舗で実
践してき
た取組 

〈店舗内での商品を例に、具体の情報

に加工・整理、発信〉 
 販売促進チラシ 
 ポップの掲示 
 特設コーナーの設置 
 新たに開発した食品の販売・紹介 

 

無理のない
工夫で発信  
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２) 実践例を増やしていきましょう 

 

（１）消費者同士の話合いから始めましょう 

～それぞれの地域や大学などでの話合い・伝え合いを進める～ 

 

 栄養成分表示の義務化により、栄養成分表示を活用できる場面が増えていき

ます。これにより、身近な食品の栄養成分表示を使った消費者教育を地域で実

践することができます。適切な食品選択による健康づくりと自主的かつ合理的

な食品選択ができる社会づくりに向けて、消費者や事業者からの積極的な情報

発信を増やしていくこともできます（図５）。 

地域での話合いを進める際に共有したい情報は、地域の健康課題と食品の購

入や販売の実態、の２つの情報です。 

 

地域の健康課題は、分かりやすく簡潔な情報に 

地域の健康課題は、地方公共団体の健康増進計画や保健・医療・介護の関連

データとして公表されていますが、情報量が多く、簡単に読み取ることは難し

いかもしれません。行政からの発信も、その地域でどのような生活習慣病が多

いのか、要介護状態になっている原因は何か、肥満や痩せの人たちはどれくら

いいるのかなど、１枚で分かりやすく簡潔な情報として発信されていれば、

様々な場面での話合いで、そうした情報の共有も進めやすくなります。また、

若い世代や高齢者では課題が異なるので、世代別のものがあると、役立ちます

（図６）。 

更に、こうした情報の一部を活用して、食品の販売場面での情報につなげて

発信する機会があれば、より多くの人たちとの共有が進みます。 

 

食品の購入や販売の実態は、身近な方法で 

食品の購入や販売の実態は、様々な方法で知ることができます。 

例えば、自らふだんの食品の購入状況を振り返る、家族や仲間の購入状況を

聞き取る、行政などが実施した地域の栄養調査や食事調査の結果を調べる、医

療機関の管理栄養士に病気になった人に共通した食事の特徴について尋ねるな

どの方法で把握することができます。また、スーパーマーケットで買物をする

際に商品ごとの売り場の広さや品目数の多さを観察する、スーパーマーケット

の広告のチラシに掲載されている商品や情報を確認する、スーパーマーケット

の人に売れ筋商品を尋ねる、家計調査の品目別都道府県庁所在地・政令指定都

市ランキング（どのような品目でどの程度の地域差があるかを明らかにするた

めに集計したもの）を調べるなどの方法で把握することもできます。 

こうして食品の購入や販売の実態を把握することは、地域を知ることにもつ

ながります。 
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図５  消費者や事業者からの積極的な情報発信 

   

 

 

 

 

図６ 地域の健康課題の提示（高齢者向け）の例 

 

消費者と事業者の協働、さらに消費者同士・事業者同士の交流を通して、
栄養成分表示を活用した健康づくりと社会づくりを推進

栄養成分の量
が分かる

各人の状況に
応じた食品
選択ができる

食品の栄養的特性
を開示できる

食品選択に関する
消費者特性が分かる

栄養成分表示
100ｇ当たり

熱量
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

○kcal
○ｇ
○ｇ
○ｇ
○ｇ

事業者

消費者志向経営をベースに
したネットワークづくり・

積極的な情報発信

それぞれの地域や大学などで
伝え合える仕組みづくり・

積極的な情報発信

消費者

２  

１  

３
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（２）事業者の努力や取組を知ることから始めましょう 

～地域や社会全体で、事業者の努力や取組を積極的に共有～ 

 

 事業者は、消費者のために日々商品づくりに取り組んでいます。事業者の努

力や取組は、各事業者のウェブサイトや個々の商品紹介を通して発信されてい

ますが、そうした情報は、消費者には余り知られていないようです。 

 栄養成分表示を活用した健康づくりと社会づくりを推進していくためには、

地域でも、社会全体でも、消費者と事業者の協働が必要になります。そのため

には、事業者がどういう努力を重ね、商品開発や販売に取り組んでいるのか

を、多くの消費者が知ることは大切です。 

 毎日の食事の度に繰り返される食品の選択・購入は、生産・加工・流通・販

売といった様々な活動と関わっているのですが、消費者がそのことを意識する

機会は少ない状況にあります。 

 

事業者からの発信を増やすことで、消費者が知る機会を増やす 

 消費者庁では、事業者の取組を広く社会に発信するために、事業者に、消費

者志向経営（サステナブル経営）に誠実に取り組むことについて自主宣言し、

そのフォローアップを行っていただく「消費者志向自主宣言・フォローアップ

活動」を呼び掛けています。既に消費者志向自主宣言に参画いただいている事

業者は100事業者（2019年２月時点）になりますが、事業者の参画はまだ多く

はありません。 

 食品表示として栄養成分表示を行うことは、消費者のためです。そこで、事

業者向けにも、消費者のために商品づくりに取り組んでいることを広く社会に

発信してみませんかという呼び掛けを開始しました。併せて、消費者の選ぶ力

と事業者のつくる力で健康長寿社会を目指していくことについても呼び掛けて

います（図７）。 

 更に、消費者志向自主宣言に参画いただいている事業者が、消費者の声をい

かし、事業者の持つ技術力をいかして、商品の改善・開発や販売に取り組んで

いる事例について、消費者庁のウェブサイトでの発信を開始しました（図

８）。 

 事業者の取組が、消費者を始め、社会に周知されるようになれば、地域にお

いても、事業者の協働で、その地域の健康課題の解決や食品の消費の実態の改

善に向けた話合いや活動に取り組みやすい環境が整っていくことになります。

更に、事業者同士の交流を通して、積極的な発信ができるようになれば、社会

への周知も広がり、更に取り組みやすい環境が整っていくことになります。 
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図７ 事業者への呼び掛け 

図８ 事業者の取組に関する発信例 
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（３）話合いは、緩やかな話合いから進めましょう 

 

緩やかな話合いで、継続できる実践を 

これまで、地域では、健康づくりや食品の製造・販売など様々な領域で、そ

れぞれに実践が積み重ねられてきました。このことが、世界でも有数の長寿国

となった日本の食生活の“今”を作り上げてきました。そして、今、20－30 歳

代のエネルギーやたんぱく質の摂取量が 60 歳代の摂取量より少ないこと、肥

満にターゲットを当てた健康づくりが進む中で高齢期の低栄養にも配慮が必要

であることなど、新たな課題がみられるようになりました。 

“これから”を健康に過ごし続けるためには、一人一人の消費者が、自ら気

付き、自ら発信しながら、継続できる実践に取り組んでいくことが大切になり

ます。 

地域の人たちが集まる様々な場面で、緩やかな話合いから、できているこ

と、できそうなこと、やってみたいことを共有し合える時間やゆとりを少しだ

け確保することから始めてみます。 

 

緩やかな発信から始めて、異なる領域をつなぐ実践に 

地域で、健康づくりに取り組んでいる行政や専門家、ボランティアの人た

ち、食品を製造・販売している人たち、そして、日々食品を選択し購入してい

る消費者が、実際に話し合って、こんなことをしてみようとアイデアを出し合

い、実践してみる機会は限られています。 

地域内で、そうした異なる領域の人たちが、お互いの実践の内容や機会を、

無理なく効果的に活用し合うことができたら、消費者への発信も広がります。 

 例えば、食料品店で季節に応じたおすすめ商品や新発売の商品などをアピー

ルするタイミング、事業者が開催する研修会で食品の特性や食べ方について解

説する中で、地域の健康課題につなげた栄養成分表示に関する情報を分かりや

すいメッセージとして発信することも考えられます。そのためには、私たちの

地域にはこんな健康課題があるということを積極的に発信してほしい、重要課

題を一つに絞って教えてほしい、という声も聞かれます。それぞれの領域内で

は既に、共有されている情報も、領域が異なると知られていない・伝わってい

ないという状況もうかがえます。 

 何ができるかは、こういうことをしてみたいと伝えてみることから始まり、

こういうことであればできるかもしれないというやり取りが生まれ、少しずつ

話合いが進む中で、少しずつ実践の形へと整っていきます。緩やかな発信から

始めて、問題意識を共有することができれば、異なる領域をつなぐ新たな実践

が生まれることになります。 
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 栄養成分表示を活用した消費者教育を、 

地域で広めていくために 
 

栄養成分表示を活用した消費者教育の地域での実践でみえてきたこと 

 栄養成分表示を活用した消費者教育を地域で実践してみると、食品の購入の

際に栄養成分表示を見て選択にいかすという限定的なものではなく、栄養成分

表示を使って食品をどう選ぶか、様々な気付きを得ながら話合いを進めること

で、実践の可能性が広がることが分かりました。  

 大学生では、自ら食品購入をする機会が少ない人たちがかなりいる実態も分

かりました。また、おいしさや好みが中心となるお気に入り食品が、栄養面で

おすすめできるものになりにくかったり、おすすめ食品には価格も大切な要素

であったり、食品の選択にたくさんの要素が絡むことを実感しながら、何をお

すすめポイントとするかの絞り込みに取り組むことができました。 

高齢者では、元気生活のアイデアを出し合うための話合いに利用できるよ

う、話合いに必要な情報を絞り込み、分かりやすく表現した資材に取りまとめ

ることができました。それでも実際に利用してみると、工夫の余地があること

も分かりました。 

地域では、スーパーマーケットにおいて、地域の健康課題につながる訴求テ

ーマを決め、店頭のたくさんある商品の中から、食品グループを絞り込み、栄

養成分表示を使った発信に取り組むことができました。 

私たちは、たくさんの情報、たくさんの食品に囲まれて生活しています。自

ら発信しようとすることで、必要な情報や食品を絞り込むことができます。ま

た、話合いをすることで、様々な意見やふだんの生活からの実態を基に、内容

の分かりやすさや実践のしやすさを確認することもできます。実際の発信・伝

播につながっていけば、更なる広がりや工夫が期待できます。 

 

実践のコアは適切な食品選択 

 栄養成分表示を活用した消費者教育の実践では、適切な食品選択が鍵となり

ます。 

栄養成分表示を活用した消費者教育では、健やかで心豊かな食生活の確保を

目指すことになりますが、食生活を支えるバランスには、いろいろなバランス

があることが分かります（参考３参照）。栄養バランス、家計の収支バラン

ス、身体と心・暮らしのバランスなどが重なり合って、全体としてのバランス

は保たれています。バランス全体を捉えてみると、適切な食品選択が健康づく

りと社会づくりの実践のコアになることが分かります。 

栄養成分表示を使うことで、食生活を支えるバランスのどこからでも実践に

取り組むことができます。地域での緩やかな話合いから始めて、心地よいバラ

ンスにつながる実践につなげていきましょう。 
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〈参考３〉食生活を支えるバランスのいろいろ 

 

 

 

 

１回の食事で３つの食品グループがそろうと、
栄養バランスが確保 



 
 

 

 

 消費者庁「栄養成分表示を活用しよう①～⑤」 
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/health_promotion/#nutrition_facts_label_pam

ph 

 消費者庁「消費者の特性に応じた栄養成分表示活用のためのリーフレット」 
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/health_promotion/#nutrition_facts_label_lea

flet 

 

 

 消費者庁「食品表示法」 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/ 

 消費者庁「食品表示基準」 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/ 

 

 

 消費者庁「消費者基本法」 
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/basic_plan/index.html#basic_consumer_act 

 消費者庁「消費者基本計画」 
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/basic_plan/index.html#basic_plan_for_cons

umers 

 消費者庁「消費者教育の推進に関する法律」 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/consumer_education/law/ 

 消費者庁「消費者教育の推進に関する基本的な方針」 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/consumer_education/basic_policy/ 

 消費者庁「消費者教育の体系イメージマップ」 

https://www.kportal.caa.go.jp/consumer/about.html 

 消費者庁「よりよい食生活のための『図で見て分かる 消費者政策の学び』」 

https://www.caa.go.jp/publication/pamphlet/#food_education 

 

 

 消費者庁「食品関連事業者の取組を広く社会に発信」 

・食品関連事業者の皆様への呼びかけ（消費者志向自主宣言・フォローアップ活動について） 

・取組事例 

https://wwwtest.caa.go.jp/consumers/education/#foods 

 

 

 農林水産省「食育基本法」 

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kannrennhou.html 

 農林水産省「食育ガイド」 
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9929094/www8.cao.go.jp/syokuiku/data/guide/ 

栄養成分表示の活用の啓発の参考に 

消費者政策や消費者教育を学ぶ参考に 

事業者の取組の共有を進めるために 

食育について学ぶ参考に 

栄養成分表示の制度を知る参考に 

【問合せ先】消費者庁食品表示企画課 

 東京都千代田区霞が関３－１－１ 中央合同庁舎第４号館６階 

 TEL：03-3507-8800（代表）  E-mail：g.eiyou☆caa.go.jp 

＊メールアドレスは☆を@に置き換えてください。 
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